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今月の掲載記事
区・自治公民館は「自治会」に変わります
コミュニティーバス実証
CIVIC NEWS
まちのわだい
えびの気質「栗坂三枝子さん」
うまかもん「牛肉のピーマンロール」
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区
・
自
治
公
民
館
は

「
自
治
会
」に
変
わ
り
ま
す

　

平
成
25
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
区
・
自

治
公
民
館
は
統
合
さ
れ
、「
自
治
会
」
と

い
う
組
織
に
な
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
区
長
・
自
治
公
民
館

長
、
分
区
や
分
区
長
の
名
称
も
変
わ
り
ま

す
。
区
長
・
自
治
公
民
館
長
は
、「
自
治

会
長
」、
分
区
は
、「
班
」、
分
区
長
は
、「
班

長
」
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
、「
区
長
・
分
区
長
」
は
、
行
政

事
務
連
絡
員
と
い
う
「
非
常
勤
特
別
職
の

職
員
」
と
し
て
市
長
が
委
嘱
し
て
い
ま

す
。
そ
の
委
嘱
に
よ
り
、
市
長
が
区
長
・

分
区
長
に
市
広
報
の
配
布
や
市
の
事
業
の

周
知
、連
絡
調
整
な
ど
の
仕
事
を
依
頼
し
、

そ
の
報
酬
を
支
払
う
、
と
い
う
上
下
関
係

に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
地
域
自
治
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
行
政
事
務
連

絡
を
行
っ
て
い
る
「
区
」
と
社
会
教
育
事

業
を
行
っ
て
い
る
「
自
治
公
民
館
」
を
合

わ
せ
て
「
自
治
会
」
と
し
、
自
治
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
自
治
会
長
を
、
ま
ち
づ
く
り

の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
位
置
づ
け

ま
す
。

　

市
か
ら
の
行
政
事
務
連
絡
は
、
自
治
会

長
に
「
行
政
事
務
連
絡
員
」
と
い
う
名
称

で
委
嘱
し
ま
す
。

　

現
在
、分
区
長
が
行
っ
て
い
る
業
務
は
、

平
成
25
年
4
月
か
ら
自
治
会
活
動
の
一
環

と
し
て
行
い
ま
す
。

　

今
回
、一
つ
の
組
織
に
な
り
「
自
治
会
」

と
名
称
は
変
わ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
地
域
の
行
事
な
ど
、
今

ま
で
と
な
ん
ら
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
域
の
身
近
な
問
題
を
解
決
す
る
な
ど
、

住
民
自
ら
が
運
営
し
て
い
く
活
動
が
自
治

活
動
で
す
。
自
治
会
長
さ
ん
だ
け
に
負
担

が
集
中
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
地
域

で
役
割
分
担
を
決
め
、
地
域
住
民
が
皆
で

助
け
合
い
活
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

市
と
協
働
で
地
域
づ
く
り
を

　

全
国
的
な
災
害
の
多
発
や
少
子
高
齢
化

等
の
中
で
、
地
域
の
抱
え
る
課
題
は
、
ま

す
ま
す
増
え
て
く
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
高
齢
者
は
、
話
し
相
手
が
い
な

い
、
孤
独
死
が
心
配
、
地
震
な
ど
の
災
害

の
備
え
が
心
配
、
と
い
っ
た
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
会
活
動

自治会への加入を促進しましょう

区と自治公民館は統合され「自治会」にこれまでの市と区長・分区長との関係

これから市と自治会は対等な関係に

　自治会は、地域の皆さんの交流、よりよい生活環
境づくりのための身近な団体です。一人ひとりでは
解決できなかった問題も、皆さんが集まることで簡
単に解決できることもあります。
　しかし、えびの市での自治会加入率は年々低下し
ています。その背景には、単身世帯やアパートの増加、
土日や夜間の勤務など労働環境の変化などが挙げら
れます。自治会の活動は家族を想定している場合が
多いため、単身者は加入が困難な事もあるようです。
　自治会への加入を促進するためには、自治会に入
りやすい環境づくりも必要です。日ごろの近所づき
あいなど地域で自治会に入りやすい環境づくりを心
がけましょう。
　自治会に入りたいという人がいる場合は、自分の
地区の自治会長に連絡してください。居住する地区
の自治会長の連絡先などがわからないときは市民協
働課までご連絡ください。

4 つの地区公民館も変わります
　平成 25 年 4月 1日から飯野地区公民館、飯野地区
公民館駅前分館、上江地区公民館、加久藤地区公民館、
真幸地区公民館はそれぞれ、「飯野地区コミュニティ
センター」、「飯野地区コミュニティセンター駅前分
館」、「上江地区コミュニティセンター」、「加久藤地
区コミュニティセンター」、「真幸地区コミュニティ
センター」と名称が変わります。
　これまでは、社会教育課で管理していましたが、4
月 1日からは市民協働課が管理します。
　地区コミュニティセンターは、自治活動の拠点で、
各自治会が連携した活動をしていくための施設です。
　各コミュニティセンターの使用申請は、市民協働
課のほか、各コミュニティセンターで受け付けます。

お問い合わせ先 電話番号
市民協働課 35-1111（内線 353）
飯野地区コミュニティセンター 33-0030
上江地区コミュニティセンター 33-5799
加久藤地区コミュニティセンター 35-2268（市文化センター）
真幸地区コミュニティセンター 37-3221

自治公民館
分区長

区

区長

委嘱

対等なパートナー

行政事務連絡員を委嘱

上下関係

班長班長班長

自治会

市長

地域が主役、市と協働で地域づくり

分区長 班長

分区

区長

班

自治会長

区長は「自治会長」分区長は「班長」に
分区は「班」に

が
継
続
し
難
い
な
ど
、
地
域
の
課
題
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

市
が
責
任
を
持
っ
て
す
べ
き
こ
と
は
、

市
で
行
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
身
近
な
地

域
問
題
の
解
決
は
、
地
域
住
民
が
主
体
性

を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
方
が
効
果

的
・
効
率
的
で
あ
り
、
地
域
へ
の
誇
り
と

愛
着
が
生
ま
れ
、
住
民
同
士
の
絆

き
ず
な
も
は
ぐ

く
ま
れ
ま
す
。

　

一
つ
の
自
治
会
で
は
解
決
で
き
な
い
課

題
も
増
え
て
い
ま
す
。
自
治
会
が
そ
れ
ぞ

れ
連
携
し
、
問
題
を
解
決
す
る
中
で
、
相

互
に
補
完
し
あ
い
相
乗
的
な
効
果
を
生
み

出
す
こ
と
が
今
後
の
地
域
づ
く
り
に
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
活
動

を
市
と
協
働
で
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
地

域
の
活
性
化
」
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も

大
切
な
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
「
自
治
会
」
は
、
協
働
の
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の
必
要
不
可

欠
な
体
制
整
備
で
す
。

　

お
互
い
に
助
け
合
い
住
み
よ
い
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
協
働
課

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
3
5
2
）

自治会長市長
自治公民館長
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実験運行の結果を公表します

コミュニティーバス実証
市では、えびの市の公共交通に関する「えびの市地域公共交通総合計画」に基づき、昨年10月から12
月までの3か月間、コミュニティーバスの実証実験運行を行いました。その結果について公表します。

　

市
で
は
、
市
内
東
部
地
域
（
飯
野
、
加
久

藤
地
域
の
一
部
）
の
4
つ
の
路
線
で
昨
年
10

月
か
ら
12
月
ま
で
の
3
か
月
間
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
実
証
実
験
運
行
を
行
い
ま
し

た
。
実
証
実
験
運
行
を
行
っ
た
の
は
、
市
立

病
院
を
起
点
に
、
え
び
の
駅
を
経
由
し
、
市

立
病
院
に
戻
っ
て
く
る
東
部
線
と
、
大
河
平

地
区
、
尾
八
重
野
地
区
、
堀
浦
地
区
を
そ
れ

ぞ
れ
の
起
点
と
す
る
3
つ
の
郊
外
線
で
す
。

　

こ
の
実
証
実
験
運
行
は
、
高
齢
者
な
ど
の

移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
一
つ
の
選
択

肢
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
を
走
ら

せ
、
利
用
状
況
や
問
題
点
、
課
題
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

運
賃
は
、
東
部
線
、
郊
外
線
と
も
、
ど
こ

で
乗
降
し
て
も
1
回
大
人
３
０
０
円
に
設
定

し
ま
し
た
。
東
部
線
は
市
立
病
院
を
起
点
と

し
て
加
久
藤
地
区
ま
で
の
バ
ス
停
を
巡
回
す

る
ル
ー
ト
。
郊
外
線
は
前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
を
し
て
か
ら
利
用
す
る
方
式
で
実
験
を

行
い
ま
し
た
。

　

3
か
月
間
の
事
業
収
入
は
、
11
万
６
０
０

円
で
実
証
実
験
運
行
に
か
か
っ
た
運
行
委
託

料
は
、
事
業
収
入
を
差
し
引
い
た
１
９
５
万

５
千
１
２
６
円
で
し
た
。

　

実
証
実
験
運
行
で
は
、
乗
降
者
数
の
調
査

や
利
用
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
運
行
方

法
、
運
賃
、
運
行
回
数
、
運
行
時
間
、
ル
ー

ト
、
バ
ス
停
の
位
置
な
ど
の
問
題
点
を
抽
出

し
ま
し
た
。

4
つ
の
路
線
で
実
証
実
験

予
想
よ
り
少
な
か
っ
た
利
用
者

　

東
部
線
の
一
便
あ
た
り
の
利
用
者
数
は
、

平
均
０
・
4
人
で
し
た
。
大
河
平
線
は
、
1

便
あ
た
り
３
・
３
人
。
白
鳥
線
は
、
1
便
あ

た
り
が
１
・
８
人
。
堀
浦
線
は
、
１
便
あ
た

り
が
１
・
５
人
で
し
た
。

　

特
に
予
約
を
せ
ず
に
バ
ス
停
で
乗
車
で
き

た
東
部
線
は
、
乗
降
者
ゼ
ロ
で
の
運
行
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
郊
外
線
は
、
前
日
ま
で
の

予
約
が
必
要
で
あ
っ
た
た
め
最
低
で
も
1
人

以
上
の
乗
車
が
あ
り
ま
し
た
が
、
予
約
が
な

い
日
も
あ
り
ま
し
た
。

　

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
運
行
本

数
や
運
行
時
間
に
つ
い
て
多
く
の
人
が
満
足

ま
た
は
普
通
と
回
答
し
て
い
る
こ
と
か
ら
利

用
者
に
は
特
に
大
き
な
不
満
は
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
利
用
者
が
予
想
以
上
に
少
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
利
用
し
な
か
っ
た
人
の
意

見
も
聞
き
取
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
市
で

は
昨
年
12
月
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の

ル
ー
ト
の
あ
る
地
区
で
自
動
車
な
ど
の
交
通

手
段
を
も
た
な
い
高
齢
者
を
対
象
に
、
民
生

委
員
の
協
力
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
利

用
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し

た
。

　

利
用
し
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

【路線別乗車実績】（3 か月合計）

[ 大河平線 ]［東部線］

利用人数（延べ） 246 人

運行日数 62 日

１日平均 4.0 人

運行便数 620 便

１便あたり 0.4 人

利用人数（延べ） 96 人

運行日数 13 日

１日平均 7.4 人

実績便数 29 便

１便あたり 3.3 人

[ 白鳥線 ] [ 堀浦線 ]

利用人数（延べ） 28 人

運行日数 9 日

１日平均 3.1 人

実績便数 16 便

１便あたり 1.8 人

利用人数（延べ） 12 人

運行日数 4 日

１日平均 3.0 人

実績便数 8 便

１便あたり 1.5 人

※東部線は、平日のみの運行。
※郊外線は各地区週 1 日の運行（大河平線が火曜日、白鳥線が水曜日、堀浦線が木曜日）。
※白鳥線は、運行予定 13 日の内 4 日、堀浦線は、運行予定 13 日の内 9 日が予約がなく運行しませんでした。
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運行本数について満足でしたか？

コミュニティーバスを利用しましたか？

その他気づいた点感想を
聞かせてください

その他気づいた点感想を聞かせてください

利用しなかった理由は？（複数回答）

利用した　　　　　15 人（11.5％）
利用しなかった　　115 人 (88.5%)

ほかに交通手段があった。
運賃が高い。
乗りたい時間に会う便がなかった。
近くにバス停がなかった。
利用したい施設に行かなかった。
バス停の場所がわからなかった。
時刻表の見方がわからなかった・わかりにくかった。
予約方法がわからなかったから・予約が面倒だった。
コミュニティーバスがあることを知らなかった。

・土日も運行してほしい。
・電話予約なしで利用できるようにしてもらいた
い。

・病院へ行くのにとても助かり、今後も続けても
らいたい。

・バスに足置きをつけてもらいたい。
・時刻表の見方がわかりづらかった。
・帰りの待ち時間が長く、思った時間に帰れない。

予約なしで定期的に運行してもらうとバスにも乗れる。
予約が面倒で自分の行く目的地までバスが行かないため利用しなかった。
乗車しても降りた所から移動ができない。
家まで来てもらえるタクシーの方が使いやすい。
足が悪く、バス停までの距離があるので利用できません。
コミュニティバスを利用したいけど停留所までが遠い。
福祉タクシー券を増やしてください。
買い物はタクシー券を利用している。
バスをやめて福祉タクシー券の発行枚数を増やしてほしい。
行き帰りの合間の時間が長すぎる。
現状の福祉タクシー券の配布利用方法などを改善し、継続が望ましい。
今のバスでは大き過ぎる感がある。

問

問

問

問

問

利用対象者の声　利用対象者へのアンケート（130 人から回答）

［東部線］ （単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

（単位：人）

［大河平線］

［白鳥線］

［堀浦線］

乗車バス停 乗車 降車 合計
市立病院 65 119 184
飯野出張所前 3 0 3
飯野中学校前 1 0 1
小岡丸 2 0 2
今西 6 2 8
西今西 0 0 0
池島 1 1 2
池島大橋 0 1 1
文化センター 10 5 15
二十里橋 2 3 5
松原 9 9 18
加久藤団地前 2 2 4
えびの市役所前 5 14 19
加久藤小学校 3 7 10
加久藤郵便局前 1 2 3
えびの駅前 19 20 39
栗下 5 4 9
加久藤神社前 2 2 4
城ヶ崎 19 17 36
末永農産物販売所前 11 6 17
上江中学校 0 3 3
えびのセントロクリニック 4 6 10
上ノ原 1 0 1
神社原運動公園 1 5 6

東神社原 2 2 4
えびの飯野駅前 22 2 24
建山 43 8 51
田ノ上 5 4 9
合計 244 244 488

乗車バス停 乗車 降車 合計
上鍋倉 14 13 27
下鍋倉 13 13 26
道谷 13 13 26
平木場 4 2 6
小田商店前 7 2 9
菖蒲ヶ野 0 1 1
東原田 1 1 2
えびの飯野駅前 1 1 2
市立病院 40 37 77
飯野出張所 1 1 2
若葉クリニック前 2 12 14
合計 96 96 192

乗車バス停 乗車 降車 合計
白鳥温泉上湯 1 0 1
門前 2 1 3
中白鳥 14 10 24
えびの飯野駅前 1 3 4
市立病院 4 8 12
若葉クリニック前 6 6 12
合計 28 28 56

乗車バス停 乗車 降車 合計
堀浦区多目的集会施設 6 6 12
市立病院 6 6 12
合計 12 12 24

【利用者ゼロ】
吉牟田、川上、下大河平コミュニティーセ
ンター、小牧、御仕立山団地前、いしざわ
循環器内科前、建山、田ノ上

合計の 244 人は、利用者２人の乗降場所
が不明のため、延べ人数 246 人と一致し
ません。

【利用者ゼロ】
白鳥温泉下湯、尾八重野西、尾八重野北、
尾八重野コミュニティーセンター、上門
前、白鳥大橋前、南白鳥、払山橋、えび
のセントロクリニック、いしざわ循環器
内科前、建山、田ノ上、飯野出張所

【利用者ゼロ】
東堀浦、堀浦、茶屋平、えびの駐屯地、
めがね橋、杉水流、東原田、貯木場北、
いしざわ循環器内科前、えびの飯野駅前、
建山、田ノ上、飯野出張所、若葉クリニッ
ク前

【バス停別利用状況】（3 か月合計）

か
っ
た
と
い
う
意
見
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
を
利
用
し
な
か
っ
た
理
由
は
、

・
ほ
か
に
交
通
手
段
が
あ
っ
た

・
乗
り
た
い
時
間
に
会
う
便
が
な
か
っ
た

・
近
く
に
バ
ス
停
が
な
か
っ
た

・
予
約
方
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
、
予
約
が

面
倒
だ
っ
た

な
ど
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
7
ペ
ー
ジ
）。

個
別
の
意
見
で
は
、

・
乗
車
し
て
も
降
り
た
所
か
ら
移
動
が
で
き

な
い

・
足
が
悪
く
、
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
が
あ
る

の
で
利
用
で
き
な
い

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
た
い
け
ど

停
留
所
ま
で
が
遠
い

・
家
ま
で
来
て
も
ら
え
る
タ
ク
シ
ー
の
方
が

使
い
や
す
い

・
買
い
物
は
タ
ク
シ
ー
券
を
利
用
し
て
い
る

・
バ
ス
を
や
め
て
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
発
行

枚
数
を
増
や
し
て
ほ
し
い

・
現
状
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
配
布
利
用
方

法
な
ど
を
改
善
し
、
継
続
が
望
ま
し
い

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

西
部
地
域
で
も
実
証
実
験
開
始

　

今
後
市
で
は
、
今
回
の
実
証
実
験
運
行
で

問
題
と
な
っ
た
点
を
、「
え
び
の
市
地
域
公

共
交
通
確
保
維
持
協
議
会
」
で
検
証
・
検
討

を
行
い
、東
部
地
区
の
運
行
計
画
を
見
直
し
、

平
成
25
年
度
以
降
の
本
格
運
行
へ
つ
な
げ
て

い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
た
め
、「
え
び
の
市
地
域
公
共
交
通

総
合
計
画
」
で
は
、
東
部
地
区
の
本
格
運
行

開
始
予
定
を
平
成
25
年
4
月
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
初
の
計
画
で
は
、
実
証
実
験
は
、

東
部
地
区
の
み
行
い
、
そ
の
結
果
か
ら
、
西

部
地
区
（
真
幸
、
加
久
藤
地
区
の
一
部
）
も

本
格
運
行
す
る
予
定
で
し
た
。

　

し
か
し
、
東
部
地
区
の
利
用
者
が
予
想
以

上
に
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
よ
り
詳
細
な

調
査
を
行
う
た
め
に
、
西
部
地
区
で
も
実
証

実
験
運
行
を
行
い
、
検
証
・
検
討
を
行
い
ま

す
。

問
企
画
課
政
策
係

☎
35
‐
１
１
１
１
（
内
線
３
２
２
）　

満足
40.7％

普通
48.2％

不満足
7.4％

不明
3.7％

郊外線の運行の様子

利用者の声　バス利用者へのアンケート（27 人から回答）

62 件

55 件

7 件

44 件

15 件

14 件

9 件

22 件

46 件
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CIVIC NEWS
市政ニュース

体験談を交え講演する藤藪さん

体験談を交え講演する桑原さん

　

え
び
の
市
自
殺
予
防
講
演
会

が
、1
月
24
日
、市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。講
演
会
に
は
、

約
2
０
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
え
び
の
市
を

含
め
た
西
諸
地
域
の
自
殺
率
が
高

い
こ
と
か
ら
、
か
け
が
え
の
な
い

命
を
み
ん
な
で
守
っ
て
い
こ
う
と

行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
師
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
白
浜

レ
ス
キ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表

の
藤
藪
庸
一
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し

た
。

　

第
22
回
人
権
を
考
え
る
市
民
の

つ
ど
い
が
、
1
月
27
日
、
市
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ

ど
い
に
は
、
約
３
０
０
人
の
市
民

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
、
人
権
・
同
和

問
題
に
対
す
る
市
民
の
正
し
い
理

解
と
認
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
の
桑
原
征
平
さ
ん
が
招
か
れ

ま
し
た
。

　

桑
原
さ
ん
は
「
差
別
の
な
い
社

会
を
め
ざ
し
て
」
の
演
題
で
、
阪

　

藤
藪
さ
ん
は
「
い
の
ち
を
守
ろ

う
地
域
の
輪
で
」
の
演
題
で
、
自

殺
志
願
者
を
保
護
し
て
い
る
体
験

を
交
え
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
藤
藪
さ
ん
は
、

「
1
年
間
で
約
１
２
０
人
の
自
殺

志
願
者
を
保
護
し
て
い
ま
す
。
自

殺
を
思
い
と
ど
ま
ら
せ
る
た
め
に

は
ゆ
っ
く
り
考
え
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
が
必
要
で
す
。
自
殺
志
願

者
は
、
頑
張
っ
て
疲
れ
切
っ
て
い

ま
す
。『
頑
張
れ
』
な
ど
と
励
ま

さ
ず
、見
守
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

神
淡
路
大
震
災
を
体
験
し
、
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
と
し
て
取
材
で
感
じ
た

思
い
や
り
の
大
切
さ
な
ど
を
体
験

を
交
え
講
演
し
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
桑
原
さ
ん
は
、「
震

災
直
後
、
公
衆
電
話
し
か
つ
な
が

ら
な
い
状
態
で
駅
前
の
公
衆
電
話

に
は
、長
蛇
の
列
が
で
き
て
い
る
。

だ
が
、
誰
も
が
1
本
の
電
話
し
か

か
け
な
い
。
そ
れ
は
、
後
の
人
を

思
っ
て
の
こ
と
だ
。
こ
う
い
っ
た

思
い
や
り
を
日
本
人
は
持
っ
て
い

る
。大
切
に
し
な
い
と
い
け
な
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

い
の
ち
の
大
切
さ
を
考
え
る

心
の
ふ
れ
あ
い
が
大
切

え
び
の
市
自
殺
予
防
講
演
会

人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1

日
現
在
で
、
宮
崎
運
輸
支
局
に

登
録
さ
れ
て
い
る
軽
自
動
車
や

１
２
６
㏄
以
上
の
バ
イ
ク
の
所
有

者
、
市
町
村
で
登
録
さ
れ
て
い
る

バ
イ
ク
（
１
２
５
㏄
以
下
）
や
小

型
特
殊
自
動
車
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

4
月
1
日
に
所
有
者（
使
用
者
）

で
あ
れ
ば
、
4
月
2
日
以
降
に
売

却
し
た
り
、廃
車
し
た
り
し
て
も
、

そ
の
年
度
分
は
納
税
義
務
者
と
な

り
ま
す
。
逆
に
、
4
月
2
日
以
降

に
軽
自
動
車
等
を
取
得
し
て
も
、

そ
の
年
度
は
納
税
義
務
者
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

所
有
者
（
使
用
者
）
で
あ
る
か

ど
う
か
は
、
4
月
1
日
現
在
の
運

輸
支
局
や
え
び
の
市
で
の
登
録
状

況
に
よ
り
判
断
し
ま
す
。

　

軽
自
動
車
等
を
下
取
り
に
出
し

た
り
、
他
人
に
譲
渡
し
た
り
し
た

場
合
は
名
義
変
更
の
手
続
き
を
。

車
検
切
れ
で
乗
ら
な
く
な
っ
た

り
、
事
故
等
に
よ
り
使
用
不
能
に

な
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
登
録
抹

消
（
廃
車
）
の
手
続
き
を
3
月
29

日
（
金
）
ま
で
に
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

盗
難
に
あ
っ
た
場
合
は
、
警
察

の
届
け
出
と
は
別
に
税
務
課
に
も

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
登
録
が
そ

の
ま
ま
で
あ
る
と
、
実
際
に
使
用

さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
軽
自
動
車

税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

住
所
の
変
わ
っ
た
人
も
、
車
検

証
等
に
登
録
さ
れ
て
い
る
住
所
の

変
更
の
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　

名
義
変
更
や
登
録
抹
消
（
廃

車
）、
住
所
変
更
の
手
続
き
を
、

自
動
車
販
売
店
な
ど
の
第
三
者
に

頼
ん
だ
場
合
は
、
必
ず
手
続
き
が

完
了
し
た
か
ど
う
か
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

　

頼
ん
だ
つ
も
り
で
も
、
頼
ん
だ

先
（
代
行
先
）
が
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
か
っ
た
り
、
遅
れ
た
り
し

て
、
手
続
き
が
4
月
1
日
に
間
に

合
わ
ず
、
課
税
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
市
税
務
課
市
民
税
係

☎
35
‐
１
１
１
１（
内
線
２
１
３
）

軽
自
動
車
の
手
続
き
は
お
早
め
に

今
年
の
手
続
き
は
、
3
月
29
日
ま
で
で
す

○軽自動車税に関する手続き場所

※軽自動車や 2 輪の小型自動車の手続きは、お近くの自動車整備工場もしくは宮崎県自家用自動車
協会小林支部にご相談ください。

【宮崎県自家用自動車協会小林支部】　
小林市大字堤 2936（小林警察署裏側）　☎ 23-2445

軽自動車の種類 手続き場所 必要なもの

原動機付自転車
（125cc 以下のバイク）

小型特殊自動車
（農耕用トラクターなど）

えびの市役所税務課
☎ 35-1111
または
飯野出張所・真幸出張所

使用者の印鑑
ナンバープレート
※名義変更の場合は、前の使用者の印鑑
も必要になります。
※名義変更だけの場合は、ナンバープレー
トはいりません。

軽自動車
二輪（250cc 以下）、三輪

宮崎県軽自動車協会
宮崎市本郷北方 2729-31
☎ 0985-51-3070

詳しくは、宮崎県軽自動車協会へお問い
合わせください。

四輪乗用（軽乗用車等） 
四輪貨物

（軽トラック・軽バン等）

軽自動車検査協会宮崎事務所
宮崎市大字本郷北方 2729-4
☎ 0985-51-3050

詳しくは、軽自動車検査協会宮崎事務所
へお問い合わせください。

二輪の小型自動車
宮崎運輸支局
宮崎市本郷北方 2735-3
☎ 050-5540-2088

詳しくは、宮崎運輸支局へお問い合わせ
ください。
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1
月
16
日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
「
新
春
地
域
・
交
通
安
全
の
つ

ど
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ど

い
に
は
、
市
内
の
27
団
体
、
約

１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
で
は
、
え
び
の
警
察
職

員
か
ら
市
内
で
の
事
件
・
事
故
の

現
状
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、身
近
に
起
き
て
い
る
事
件
・

事
故
を
聞
き
、
改
め
て
気
を
引
き

締
め
て
い
ま
し
た
。

　

つ
ど
い
の
最
後
に
は
、
市
内
か

ら
1
件
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
そ

う
と
決
意
を
込
め
た
「
が
ん
ば
ろ

う
三
唱
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

1
月
15
日
、
真
幸
小
学
校
2
年

生
の
末
原
咲
夢
さ
ん
が
市
長
を
訪

問
。
2
月
10
日
、
東
京
で
行
わ
れ

る
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
空
手
道
選
手

権
大
会
へ
の
出
場
を
市
長
に
報
告

し
ま
し
た
。

末
原
さ
ん
は
、
別
府
市
で
行
わ

れ
た
九
州
地
区
最
終
選
抜
大
会
で

3
位
に
入
り
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

末
原
さ
ん
は
、「
初
め
て
出
場

し
ま
す
。
緊
張
す
る
と
思
い
ま
す

が
、
練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
、

い
い
結
果
を
残
し
て
き
た
い
で

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

2
月
2
日
、
3
日
の
2
日
間
、
京
町

温
泉
駅
前
通
周
辺
で
、
京
町
二
日
市
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
町
温
泉
駅
前
か
ら
約
2
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
歩
行
者
天
国
に
は
、
植
木
、
骨

董
、
特
産
品
な
ど
約
４
２
０
店
も
の
露

天
が
並
び
、
約
20
万
人
の
買
い
物
客
で

　

1
月
14
日
、
宮
崎
市
で
市
町
村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大

会
に
は
、
県
内
の
市
町
村
か
ら
38
チ
ー

ム
が
参
加
。
小
学
生
か
ら
社
会
人
ま
で

の
え
び
の
市
民
12
人
が
た
す
き
を
つ
な

ぎ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
昨
年
よ
り
順
位
と
タ
イ
ム

新春地域交通安全のつどい

交通安全を誓って
末原咲夢さんが空手の全国大会へ

活躍を市長に誓う

二日市に20万人の人出

えびの市チームが力走

南九州最大の買い物市

市町村対抗駅伝競走大会

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

真
幸
出
張
所
横
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

は
、
陸
上
自
衛
隊
え
び
の
駐
屯
地
の
装

備
品
な
ど
の
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
新
た
に
宮
崎
県
の
ご
当
地
グ
ル
メ

通
り
も
設
け
ら
れ
、
来
場
者
の
舌
を
楽

し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

を
上
げ
、
市
郡
の
部
11
位
、
町
村
を
合

わ
せ
た
全
体
で
は
15
位
で
し
た
。

　

1
月
31
日
に
選
手
団
は
市
長
を
訪

問
。
三
浦
監
督
は
、「
タ
イ
ム
も
縮
ま

り
満
足
し
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
来
年

に
つ
な
が
る
大
会
で
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

1
月
24
日
、
高
原
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
平
成
25
年
わ
け
も
ん

の
主
張
西
諸
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
大
会
に
は
、
え
び
の
代
表
と

し
て
福
元
勇
太
さ
ん（
大
明
司
区
）

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
若
者
に
政
治
や

選
挙
の
認
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
選
挙
管
理
委
員
会
主
催
で
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
元
さ
ん
は
、「
日
本
の
将
来

を
守
る
た
め
に
は
、
自
ら
の
一
票

に
意
義
が
あ
り
大
切
だ
」
と
海
外

で
の
生
活
体
験
を
交
え
発
表
し
ま

し
た
。

　

1
月
27
日
、
小
林
市
夷ひ

な
も
り守
台
森

林
体
育
館
周
辺
で
西
諸
広
域
防
災

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練

は
、
新
燃
岳
が
噴
火
し
、
夷
守
台

地
区
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
訓
練
に
は
、
消
防
職
員
や

各
市
町
の
消
防
団
、
西
諸
医
師
会

の
職
員
な
ど
約
１
４
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

市
防
災
バ
イ
ク
隊
が
被
害
を
調

査
。
消
防
職
員
は
、
被
災
者
の
救

出
。
西
諸
医
師
会
は
被
災
者
の
救

護
を
行
う
な
ど
連
携
し
た
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。

わけもんの主張西諸大会

一票の大切さを訴える
西諸広域防災訓練

新燃岳の噴火に備えて
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手
話
と
の
出
会
い

　
「
手
話
を
習
い
始
め
て
間
も
な
い
こ
ろ
、
銭
湯
で

ろ
う
者
と
話
す
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
人
は
笑

顔
で
『
手
話
の
勉
強
が
ん
ば
っ
て
ね
』
と
言
っ
て
く

れ
ま
し
た
。そ
の
出
会
い
が
私
に
手
話
を
続
け
て
い

く
こ
と
を
決
断
さ
せ
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、
市
の

講
演
会
な
ど
で
手
話
通
訳
と
し
て
活
動
し
て
い
る
栗

坂
三
枝
子
さ
ん
（
西
郷
区
）
で
す
。

　

栗
坂
さ
ん
は
、
1
月
24
日
に
行
わ
れ
た
自
殺
予
防

講
演
会
で
え
び
の
手
話
サ
ー
ク
ル
の
仲
間
と
手
話
通

訳
を
務
め
ま
し
た
。
え
び
の
手
話
サ
ー
ク
ル
は
、
会

員
は
16
人
で
、
手
話
講
習
会
で
の
補
助
や
各
種
講
演

会
で
の
手
話
通
訳
な
ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

栗
坂
さ
ん
と
手
話
と
の
出
会
い
は
、
20
代
、
宮
崎

の
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
た
時
に
見
た
「
手
話
講
座

参
加
者
募
集
」
の
チ
ラ
シ
で
し
た
。
半
年
の
講
習
が

終
わ
り
、
そ
の
後
、
手
話
と
は
無
縁
の
生
活
を
送
っ

て
い
た
栗
坂
さ
ん
。「
30
代
の
時
、
夫
の
仕
事
で
大
阪

に
行
き
ま
し
た
。何
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
き
る

も
の
が
な
い
か
と
考
え
て
い
た
時
、
目
に
し
た
の
が
、

手
話
サ
ー
ク
ル
。
さ
っ
そ
く
加
入
し
ま
し
た
。
ブ
ラ

ン
ク
が
あ
り
不
安
で
し
た
が
、
と
て
も
楽
し
く
、
忘

れ
か
け
て
い
た
手
話
を
習
得
で
き
ま
し
た
」

表
情
が
大
切
な
手
話

　

手
話
は
手
や
指
、
腕
を
使
う
手
指
動
作
だ
け
で
な

やってみると楽しい手話

くりさか・みえこ／西郷
区／趣味：オペラや能、
歌舞伎鑑賞（特にオペラ
に夢中）、温泉巡り（特に、
白鳥温泉が好き）、散歩

く
、
非
手
指
動
作
と
呼
ば
れ
る
、
顔
の
部
位
（
視
線
、

ま
ゆ
、
ほ
お
、
口
、
舌
、
首
の
傾
き
・
振
り
、
あ
ご
の

引
き
・
出
し
な
ど
）
が
重
要
な
文
法
要
素
と
な
り
ま

す
。「
手
話
で
感
情
を
伝
え
る
と
き
は
表
情
で
表
現

し
ま
す
。
怒
り
を
伝
え
る
時
は
、
自
然
と
顔
が
怒
っ

た
表
情
に
な
り
ま
す
」
と
栗
坂
さ
ん
。

　

手
話
で
は
1
つ
の
単
語
が
2
つ
の
意
味
を
持
つ
も

の
が
あ
り
ま
す
。「
例
え
は
、
夏
を
意
味
す
る
手
話
は
、

「
夏
」
と
「
暑
い
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ま
ま
で
は
、
ろ
う
者
は
ど
ち
ら
の
意
味
か
分
か
り
ま

せ
ん
。
そ
う
い
う
場
合
は
、
口
話
と
表
情
を
使
っ
て

伝
え
ま
す
」

　

手
話
通
訳
の
あ
る
講
演
会
で
は
、
手
話
通
訳
が
15

分
ご
と
に
変
わ
り
ま
す
。「
1
つ
の
講
演
会
で
手
話

通
訳
を
す
る
時
は
、
通
常
3
人
で
交
代
し
な
が
ら
行

い
ま
す
。2
人
で
行
う
と
き
は
、
事
前
に
『
何
分
ね
』

と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
臨
み
ま
す
」

　

手
話
は
、
相
手
の
言
っ
た
言
葉
を
頭
で
整
理
し
、

指
文
字
、
表
情
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
な
い
と
い
け

ま
せ
ん
。「
15
分
を
過
ぎ
る
と
効
率
が
悪
く
な
り
、
20

分
を
過
ぎ
る
と
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
」

交
流
の
輪
を
広
げ
た
い

　

手
話
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
交
流
を
行
っ
て
い
る

栗
坂
さ
ん
。
現
在
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど

も
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。「
手
話
だ
け
で
は
な

く
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
じ
て
、
交
流
の
輪

を
広
げ
る
バ
ト
ン
に
な
れ
た
ら
い
い
で
す
ね
」

　
「
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑
戦
す
る
と
き
は
、
楽
し

む
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
手
話
は
、
自
分
の

知
ら
な
い
世
界
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
や
っ
て
み
る

と
楽
し
い
で
す
よ
。
手
話
教
室
が
あ
る
と
き
は
、
気

軽
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」

Profile

え
び
の
手
話
サ
ー
ク
ル　

栗
坂
三
枝
子
さ
ん
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今
月
は
、
高
原
町
の
高
原
駅
開

業
１
０
０
周
年
記
念
実
行
委
員
会

を
紹
介
し
ま
す
。

　

今
年
5
月
の
高
原
駅
開
業

1
0
0
周
年
を
盛
り
上
げ
、
吉
都

線
の
利
用
促
進
や
地
域
活
性
化
に

つ
な
げ
よ
う
と
昨
年
11
月
９
日
に

高
原
駅
開
業
1
0
0
周
年
記
念
実

行
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
は
、
商
工
会
、
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
青
年
団
協
議
会
、

●牛肉のピーマンロール

今
月
紹
介
す
る
の
は
、
ふ
る

さ
と
料
理
教
室
の
皆
さ
ん

が
作
っ
た
「
牛
肉
の
ピ
ー
マ
ン

ロ
ー
ル
」
で
す
。

ピ
ー
マ
ン
の
ビ
タ
ミ
ン
C
は
、

牛
肉
の
鉄
分
の
吸
収
を
助
け
、
貧

血
予
防
に
働
き
ま
す
。
牛
肉
の
う

ま
味
が
ピ
ー
マ
ン
の
苦
味
を
や
わ

ら
げ
、
食
べ
や
す
く
な
り
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
嫌
い
の
子
ど
も
で
も
お

い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
食
感
と
牛
肉
の
う
ま
味
が
絶

妙
で
す
。

牛
肉
は
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
す
る
の

に
も
良
さ
そ
う
な
薄
い
お
肉
が
お

す
す
め
で
す
。
冷
め
て
も
美
味
し

い
の
で
お
弁
当
に
も
最
適
で
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
と

し
た
食
感
を
残
す
た
め
、
焼
き
す

ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

【材料】
牛もも肉 400g、ピーマン8個
A：しょうゆ 大さじ4、みりん 大
さじ4、酒 大さじ4、砂糖 小さじ4、
ごま油 大さじ2

【作り方】
① ピーマンは縦半分に4等分し、さっと下ゆでしておく。
②Aの調味料を混ぜておく。
③牛肉を広げ、下ゆでしたピーマンを芯にして巻く。
④ ご ま 油 を 引 い て ③ を フ ラ イ パ ン で 焼 き 色 が 付 く ま で
焼 く 。
⑤焼き色が付いたら、②を入れ絡ませる。

【紹介者】ふるさと料理教室のみなさん

駅
周
辺
で
活
動
し
て
い
る
各
種
団

体
の
メ
ン
バ
ー
15
人
で
構
成
。実

行
委
員
長
に
高
原
町
観
光
協
会
事

務
局
長
福
留
宜
文
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。
福
留
実
行
委
員
長
は「
町

民
総
参
加
で
節
目
を
盛
り
上
げ
ら

れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」と
意
気

込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
５
月
11
日

（
土
）
に
記
念
式
典
、
５
月
19
日

（
日
）
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
向
け
て

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
で
は
、
一
日
駅
長
と

し
て
○
○
さ
ん
が
就
任
予
定（
※

○
○
は
お
楽
し
み
）。

　

記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
高
原
町

ふ
る
さ
と
大
使
の
大
野
勇
太
さ
ん

の
ラ
イ
ブ
、
太
鼓
演
奏
、
ダ
ン
ス
、

焼
肉
フ
ェ
ス
タ
、
物
産
展
な
ど
も

行
い
盛
大
に
祝
う
予
定
で
す
。

　

現
在
、
高
原
駅
に
ち
な
ん
だ
写

真
や
思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

を
募
集
中
で
す
！
詳
し
く
は
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

高
原
駅
開
業
1
0
0
周
年
記
念
実

行
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
８
４
‐
42
‐
２
１
１
５

牛肉のうま味とピーマンのシャキシャキとした食感が絶妙

え
び
の
自
慢
の
お
い
し
い
料
理

D
elicious cuisine of Ebino

環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎
両県の５市２町で構成され、県境を越えて連携し
地域活性化を図ります。環 霧 情 報

vol.58

レシ
ピ

実行委員会の皆さん

第30回吉井淳二記念展

● 日時＝3月3日（日）午前9時30分～午後4時
●�出発＝鹿児島神宮とその周辺
●�内容＝全国でも珍しい祭です。背中に飾り、首には鈴
をつけた鈴かけ馬と呼ばれる馬が、踊り連を引き連れ
て太鼓や三味線にあわせ踊ります。
�初牛祭実行委員会（観光課観光PRグループ）
☎0995-64-0895

● 日時＝3月3日（日）
　～ 3月17日（日）
　午前9時～午後7時
●�場所＝曽於市末吉総
合体育館

●�内容＝文化勲章受章
者・日本芸術院会員で
あった曽於市出身の
故・吉井淳二氏を記念
して開催される展覧
会です。

�曽於市社会教育課　☎0994-82-5958

初牛祭

曽於市霧島市

◇
祝
、
高
原
駅
開
業
１
０
０
周
年

写真：第 29 回記念展吉井淳二
賞（高校生部門）
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前
田
地
区
は
戸
数
１
０
５
戸
、
分
区

数
4
の
集
落
で
す
。

30
年
前
か
ら
加
入
し
て
い
た
建
物
保

険
が
満
期
を
迎
え
、
そ
の
還
付
金
で
公

民
館
の
瓦
を
取
り
替
え
ま
し
た
。
今
度

は
、
公
民
館
に
調
理
室
を
整
備
す
る
た

め
3
年
前
か
ら
地
区
で
積
み
立
て
を

行
っ
て
い
ま
す
。

前
田
地
区
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

地
域
支
え
合
い
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
行
う
た
め
、
地
区
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
34
人
が

　

え
び
の
市
の
母
子
保
健
計
画「
元
気

で
笑
顔
！
え
び
の
っ
子
」に「
ゆ
っ
た
り

と
し
た
気
持
ち
で
子
ど
も
と
接
す
る
こ

と
が
で
き
る
」と
い
う
目
標
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成
23
年
6
月
か
ら
翌
1
月
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、「
ゆ
っ

た
り
と
し
た
気
持
ち
で
子
ど
も
と
過
ご

す
時
間
が
あ
る
」と
答
え
た
保
護
者
が
、

3
か
月
児
健
診
時
は
、
88
・
3
％
、
1

歳
6
か
月
児
健
診
時
は
、
77
・
9
％
、

3
歳
児
健
診
時
は
、
58
・
0
％
と
い
う

結
果
で
し
た
。
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が

る
に
つ
れ
そ
の
割
合
が
低
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

完
璧
に
や
ら
な
け
れ
ば
と
い
う
緊
張

感
や
自
分
や
子
ど
も
に
対
し
て
、「
も
っ

と
、
も
っ
と
」と
上
を
求
め
て
し
ま
う

気
持
ち
や
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
込
み
な
ど
で
自
分
や
子

ど
も
を
縛
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
毎
日
、

子
ど
も
の
世
話
に
追
わ
れ
、
自
分
の
時

間
が
持
て
な
い
、
夜
泣
き
や
か
ん
し
ゃ

く
等
に
付
き
合
っ
て
子
ど
も
の
気
持
ち

集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
ぷ
ら
い

ど
21
助
成
事
業
（
自
活
公
民
館
活
動
助

成
金
）
を
活
用
し
、
地
域
活
動
や
地
域

支
え
合
い
事
業
な
ど
に
必
要
な
冷
蔵
庫

を
整
備
し
ま
し
た
。

地
域
支
え
合
い
事
業
で
は
、
34
人
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
4
班
に
別
れ
、
前
田

地
区
の
小
菜
園
事
業
で
採
れ
た
野
菜
な

ど
を
使
い
、
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
ラ
ン
チ

を
作
っ
て
い
ま
す
。

育
成
会
は
、
秋
の
十
五
夜
祭
、
1
月

の
竹
は
し
ら
か
し
、
餅
つ
き
大
会
な
ど

活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
の

活
動
も
多
く
の
地
区
民
の
参
加
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

前
田
地
区
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
、

区
民
一
体
と
な
っ
て
、
住
み
よ
い
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

に
振
り
回
さ
れ
っ
放
し
の
日
常
。
つ
い
、

子
ど
も
を
た
た
い
た
り
、
怒
鳴
り
た
く

な
っ
た
り
す
る
裏
側
に
は
子
ど
も
と
直

接
関
係
の
な
い
、
い
ら
立
ち
や
苦
し
さ

が
隠
さ
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
は
父
親
、
母
親
、
祖
父
母
、

学
校
や
地
域
な
ど
、
み
ん
な
で
一
緒
に

育
て
て
い
く
も
の
で
す
。
全
て
を
1
人

で
抱
え
込
ま
な
い
で
日
ご
ろ
の
育
児
に

お
け
る
悩
み
を
気
軽
に
誰
か
に
相
談
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
普
段
の
生

活
で
の
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
解
消
す
る

方
法
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

文
：
中
尾
保
健
師

※自公連…「自治公民館連絡協議会」の略称

自公連だより いきいき! 健康
H e a l t h y  L i f eC o m m u n i t y  C e n t e r

子
ど
も
と
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
ま
す
か

み
ん
な
で
、な
ん
か
、や
っ
み
ろ
か
い
前
田
自
治
公
民
館

前田自治公民館
館長　東脇秀樹さん

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・
バ
ラ
ン
ス
を
ご
存
じ
で
す
か

愛情たっぷりのランチをいただきます

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
と
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ

の
希
望
に
応
じ
て
「
仕
事
」
と
、
子
育

て
や
親
の
介
護
、
地
域
活
動
、
自
己
啓

発
、
趣
味
等
の
「
仕
事
以
外
の
生
活
」

の
調
和
が
図
れ
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

　

仕
事
は
、
暮
ら
し
を
支
え
、
生
き
が

い
や
喜
び
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
仕
事
の
た
め
に
他
の
私
生

活
（
家
事
や
育
児
な
ど
）
の
多
く
を
犠

牲
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
両
立
す
る
に
は
、
仕
事
と
生

活
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
の
充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
生

の
生
き
が
い
、
喜
び
は
倍
増
し
ま
す
。

　

現
実
の
社
会
に
は
、
安
定
し
た
仕
事

に
就
け
ず
、
経
済
的
に
自
立
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
、
仕
事
に
追
わ
れ
、
心
身

の
疲
労
か
ら
健
康
を
害
し
か
ね
な
い
、

仕
事
と
子
育
て
や
老
親
の
介
護
と
の
両

立
に
悩
む
な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
間
で

問
題
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
が
、
働
く
人
々
の
将
来
へ

の
不
安
や
豊
か
さ
が
実
感
で
き
な
い
大

えびのバック駐車運動実施中

火災報知器を付けてますか

住宅火災では、「逃げ遅れ」が原因で死亡するケー
スが非常に多く、なかでも寝ている時に犠牲に

なる危険性が高くなっています。
　就寝時間帯の火災発生件数は、日中の約 3 分の 1
ですが、死者数について見ると、就寝時間帯の方が
約 2 倍も多くなっています。そのため寝ている時に
火災に気づくよう「寝室」への住宅用火災報知器の
設置が有効です。また、煙は階段を通じて上階へ広
がることから、火災報知器は、上階の部屋に煙が充
満する前に警報を発して避難を促すため、階段への
設置も義務づけられています。万が一のことを考慮
し、台所にも火災報知器の設置をおすすめします。

昨 年 、1 年 間 の 事 故 の う ち 、駐 車 場 等 で 発 生
し た 事 故 は 、全 体 の 2 5 ％ を 占 め て い ま す 。

　 え び の 警 察 署 で は 、バック中の事故を防ぐため
「えびのバック駐車運動」を行っています。駐車の際

は、前向き駐車にご協力をお願いします。

○駐車場内では、人や車が飛び出してくることを考
　え、徐行しましょう。

○駐車枠に車を止める場合は、後方の安全を十分確
　認しながら、バックで止めましょう。

○ドアを開ける場合は周囲の安全を確認しましょう。

○発信する場合は、周りに子どもなどがいないか安
　全確認を徹底しましょう。

1月の交通事故発生状況
人 身 9件 本年1月末 9件
物 件 24件� 本年1月末 24件

1月の活動状況
［えびの消防署管内］

火 災 2件 年 計 2件
救 急 80件� 年 計 80件

き
な
要
因
と
な
り
、
社
会
の
活
力
の
低

下
や
少
子
化
・
人
口
減
少
と
い
う
現
象

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
に
も
、
企
業
の
活
力
を

維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
の

実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
実
現
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
望
む
生
き

方
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
と
っ
て
必

要
不
可
欠
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
自
ら
の
仕
事
と
生
活
の
調

和
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

文
：
市
民
協
働
課



19  Ebino City Public Relations, 2013.2 18

束
の
間
の
日
差
し
和
ら
ぐ
庭
先
に

春
の
息
吹
き
の
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
出
ず

西
上
江
区　

山
本
ハ
ヤ
子

如
月（
き
さ
ら
ぎ
）は
節
分
、
立
春
と
雪
解
の
季

で
あ
る
が
吹
く
風
は
ま
だ
寒
い
。
し
か
し
空
の

明
る
さ
に
春
を
感
じ
る
。
雪
中
花（
せ
っ
ち
ゅ

う
か
）と
言
わ
れ
る
春
先
の
花
々
は
長
い
冬
に

耐
え
緑
の
芽
生（
め
ば
）え
を
迎
え
る
。
作
者
は

春
ま
だ
浅
き
光
と
風
の
中
で
植
物
の
生
命
の
尊

さ
を
感
じ
て
い
る
。
深
よ
み
の
出
来
た
詠
で
あ

る
。
人
生
の「
寒
の
内
」も
ま
た
そ
う
で
あ
り
た

い
と
思
う
。（
評�

竹
下
妙
子
）

た
く
さ
ん
の
本
を
見
た
い

田
代
区　

岩
元
定
子

ゆ
っ
く
り
時
間
が
で
き
て

本
が
見
た
く
な
っ
た

家
に
あ
る
本
を
次
々
に
読
ん
で
い
く

知
ら
な
い
知
識
が
た
く
さ
ん
あ
る

知
ら
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

い
っ
ぱ
い
と
く
し
た
気
分

外
は
寒
い
が
心
は
暖
か
い

あ
の
世
に
い
く
ま
で
ど
れ
だ
け
の
本
が

読
め
る
か
な
ァ

た
く
さ
ん
た
く
さ
ん
本
を
見
た
い

玄
関
に
子
の
靴
ど
れ
も
春
の
泥

　

岩
切
嗣
子

知
人
に
仕
事
に
子
育
て
に
大
奮
戦
中
の
お
母
さ

ん
が
い
ま
す
。
玄
関
を
開
け
た
ら
、
き
っ
と
こ

ん
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

外
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
来
た
子
供
た
ち
の
賑

や
か
な
笑
い
声
、
テ
レ
ビ
の
音
、
夕
食
を
作
る

音
、
さ
ま
ざ
ま
な
音
が
聞
こ
え
一
日
が
暮
れ
て

い
き
ま
す
。
も
う
す
ぐ
暖
か
い
春
で
す
。
お
母

さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
ガ
ン
バ
レ
。（
自
註
）

短
歌

俳
句詩

この本は、乳がんを患い
33歳で亡くなった妻の

闘病記です。幼い娘へ「食べ
ることは生きること」へ直結
していることを遺したもので
す。妻は過酷な運命の中で遺
していく娘の5歳の誕生日か
ら一人でも生きられる力を身
につけてと家事を教え、娘は
毎日みそ汁を作るのが日課と
なっていきました。娘や夫へ
の思い、妻を支え続けた家族
の絆に心うたれる実話です。

はなちゃんのみそ汁

安武信吾・千恵・はな／著
（株式会社文藝春秋）

かえでの向こうにある洞
窟の中に「森の図書館」

がありました。そこで働いて
いる白ヤギのあごひげ館長は、
森の仲間たちに困ったことが
起こると手助けをしてあげら
れるような本を貸し出してい
ました。
　クロクマさんが「レストラ
ンを開いたのに客が来ない。
何かいい本はないか」と言い
ました。館長はどんな本を選
んだのでしょうか

くろくまレストランのひみつ

小手鞠るい／作
（株式会社金の星社）１ 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35

2 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
かたっみろかい 13：30 ～ 15：00

4 月 図書館休館日
6 水 移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35
9 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

11 月 図書館休館日
13 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
14 木 ブックスタート（1歳児に絵本配布）
15 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：35
16 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30

宮崎エコの会講座（とび出すヘビ） 13：30 ～ 14：30
18 月 図書館休館日
19 火 移動図書館車巡回① 13：20 ～ 15：35
21 木 図書館休館日（館内整理日）
22 金 喫茶「ふら～っと」営業 9：45 ～ 11：00
23 土 おはなし会 10：30 ～ 11：30
25 月 図書館休館日
27 水 移動図書館車巡回② 13：20 ～ 15：05
29 金 移動図書館車巡回③ 13：20 ～ 15：05
31 土 ちょこっと講座 13：30 ～ 14：30

◎3月のスケジュール

◎イベント

◎お知らせ

きのこの駒打ち！育てて食べよう
●とき＝3月31日（土）13：30 ～
●ところ＝市民図書館学習室
●参加料＝無料
※事前に申し込みください。
●対象＝0歳～大人まで（先着20人）

図書館のホームページがおもしろい
ホームページには、図書館での出来事やイベント情報
などが満載です。ぜひ、一度ご覧ください。

（ HP ）http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

市民図書館
☎35-0242  http://www.e-tosho.com/ebino/index.html

おすすめの一冊

■開館時間■　火曜日～土曜日／午前9時～午後7時　日曜日・祝日／午前9時～午後5時 
■休 館 日■　毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）　

［最近入ったおすすめ本］
○「絶対に後悔しない就活術」　菅原秀樹 著　河田書房新社
○「現場女子」　遠藤功 著　日本経済新聞出版社
○「abさんご」　黒田夏子 著　文藝春秋社
○「残り全部バケーション」　伊坂幸太郎 著　集英社
○「1,2,3ですぐかわイラスト」　イシグロ・フミカ 著　Gakken

（短歌）竹下妙子さん☎ 37 ｰ 3056　（俳句）松山良文さん☎33 ｰ 4904　（詩）ポエム同好会（市田寛幸さん）☎ 37 ｰ 2528まで

心の一首一句 あなたもつくってみませんか。

※おはなし会：乳幼児10：30 ～ 11：00、4歳以上11：00 ～ 11：30
※移動図書館巡回
①尾八重野分校→飯野駅前地区体育館→飯野出張所
②岡元小学校→市立病院→さくら苑
③飯野地区公民館→警察署官舎→老人福祉センター

※このコーナーは、これまでの広報紙の記事を一部抜粋、修正して掲載しています

え
び
の
に
春
を
告
げ
る
市
と
し
て
知
ら

れ
る
飯
野
植
木
市
が
3
月
4
日
、
5

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。町
区
の
商
店
街
通
り

に
は
、90
の
露
店
が
並
び
、2
日
間
で
延
べ
、

2
万
人
が
訪
れ
、買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

3
月
5
日
に
は
、
植
木
市
会
場
で
「
亀
城
城
下

ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
つ
り
で
は
、伊
東
、

島
津
の
両
軍
に
分
し
た
麓
区
、
町
区
、
片
馬
場
区

の
住
民
が
戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の
合
戦
模
様
を
再

現
し
ま
し
た
。

　

合
戦
の
合
間
に
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
狂
言
も
行

わ
れ
、
詰
め
か
け
た
観
客
か
ら
は
大
き
な
笑
い
声

が
起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。（
平
成
12
年
3
月
掲
載
）

にぎわいを見せた飯野植木市

今月は、13 年前の広報紙にタイムスリップ
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お し ら せお し ら せ
i n f o m a t i o ni n f o m a t i o n

　申込受付期間は、4月1日（月）～ 4月2日（火）
【第一次試験】6月9日（日）
【受験申込先】希望する試験地で申込先が異なります。詳

しくは、以下までお問い合わせください。
問人事院九州事務局
☎092-431-7733
熊本国税局人事第二課試験研修係
☎096-354-6171
小林税務署
☎23-3126（※自動音声案内）

高速道路での事故が多発
竹林の管理をお願いします

　最近、強風により高速道路沿線から高速道路上へ竹等
が倒れこみ、走行中の車に衝突するといった事故が発生
しています。
　高速道路沿線で竹林を所有している人は、高速道路へ
竹等が倒れ込む危険が予測される場合には、伐採をする
など管理の徹底をお願いします。
　なお、道路上に竹等が倒れ込む可能性や危険度が高い
と判断される場合には、やむなく西日本高速道路株式会
社で伐採することがありますので、ご了承ください。
問西日本高速道路株式会社　九州支社　都城管理事務所
管理課
☎0986-38-3245（平日8:50 ～ 17:20）

国の教育ローン

　国の教育ローンは、高校、短大、大学、専修学校、各
種学校や外国の高校、大学等に入学・在学する子どもが
いる家庭を対象とした公的な融資制度です。

【融資額】300万円以内（子ども1人につき）
【利率】2.45％（母子家庭は年2.05％）

※平成25年1月17日現在
　利用や申し込みに関する相談は、教育ローンコールセ
ンターまで問い合わせください。
問教育ローンコールセンター
☎0570-008656（ナビダイヤル）
ナビダイヤルが利用できない場合は
☎03-5321-8656

受講してみませんか
パソコン講習会生徒募集

　宮崎公立大学の学生によるインターネット・電子メー
ル・フェイスブックの使い方などのパソコン講習会を行
います。参加費は無料です。興味がある人、初めての人、
ぜひ、お気軽に参加ください。

【日程等】
開催日 場所 定員 申込締切日

3月9日(土) 真幸小学校 15人 3月5日（火）
3月10日(日) 上江小学校 15人 3月5日（火）
3月23日(土) 飯野小学校 15人 3月19日（火）
3月24日(日) 加久藤小学校 15人 3月19日（火）

【開催時間】午後1時30分～午後4時30分
【内容】ホームページの閲覧の仕方、電子メールの使い方、

フェイスブックの使い方
※パソコン初心者、大歓迎です。会場でクラスを分け、
簡単なパソコン操作から講習を行います。

【申し込み方法】受講を希望する人は、申込締切日までに
電話、FAX、電子メール等で、市総務課まで連絡ください。
なお、定員になり次第締め切ります。
申・問市総務課行政係
☎ 35-1111（内線 311・314）
FAX：35-0401　E-mail：somu@city.ebino.lg.jp 

道路ふれあい月間標語募集

　国土交通省では、毎年 8 月を「道路ふれあい月間」と
して、道路の正しい利用や道路愛護活動の推進に努めて
いますが、この一環として、平成 25 年度「道路ふれあ
い月間」推進標語を募集します。

【テーマ】道路は、生活の向上と経済の発展に欠くこと
のできない国民共有の、つまりあなたの財産です。みん

なが道路と親しみ、ふれあい、常に広く、美しく、安全
に、共に楽しく利用し、子孫に受け継いでいきましょう。

【応募資格】小学生以上
【応募期間】3 月 31 日（日）まで（当日必着）
【応募部門・賞】
〔小学生の部〕最優秀賞 1 作品、優秀賞 2 作品
〔中学生の部〕最優秀賞 1 作品、優秀賞 2 作品
〔一般の部（高校生以上）〕最優秀賞 1 作品、優秀賞 2

作品
【 応 募 方 法 】 １ 人 何 作 品 で も 応 募 で き ま す。 詳 し く

は、国土交通省ホームページ（http://www.mlit.go.jp/
report/press/road01_hh_000318.html）をご覧ください。
問国土交通省道路局道路交通管理課 総務係
☎03-5253-8111（内線37423・37424）

道の駅「えびの」愛称募集

　市畜産農林課では、4月20日にオープン予定の物産館
道の駅「えびの」の愛称を募集します。

【テーマ】道路の利用者はもちろん、「えびの」のあらゆる
資源、組織、人に支えられた道の駅を目指しています。
南九州の玄関口となり、「えびの」を発信・提供できるの
にふさわしい愛称

【応募資格】どなたでも（市内在住・在勤は問いません）
【募集期間】3月29日（金）まで（締切当日消印有効）
【採用作品】採用作品1点に賞品を授与します。※同名応

募複数の場合は抽選。
【応募方法】応募用紙または、はがきに、「郵便番号」、「住

所」、「氏名」、「年齢」、「性別」、「職業」、「電話番号」と「愛
称と愛称をつけた理由」を記入のうえ市畜産農林課に提
出してください。応募用紙を直接持参しても構いません。
　応募用紙、はがき1枚につき作品は1作品とします。1

人何作品でも応募できます。
　応募用紙は、市畜産農林課、観光商工課、真幸出張所、
飯野出張所にあります。市ホームページ（http://www.
city.ebino.lg.jp/）でもダウンロードできます。

【応募先】〒889-4292　えびの市大字栗下1292
えびの市役所畜産農林課あて

【結果発表】市広報等で発表（予定）
※採用者には直接通知します。

【その他留意点】
○愛称は未発表のもので、共同作品ではないこと。
○採用愛称のすべての権利はえびの市に帰属します。
○採用者の氏名および市町村名までは公表する場合があ
ります。
○個人情報はえびの市において適正に管理し、今回の愛
称募集に必要な業務にのみ使用します。
○愛称は、選考により決定します。
　応募方法や詳しい内容等については、畜産農林課担い
手対策室まで問い合わせください。
申・問市畜産農林課担い手対策室
☎ 35-1111（内線 233）

国税専門官採用試験受験者募集

　人事院と国税庁では、国税専門官採用試験の受験者を
募集しています。

【受験資格】・昭和58年4月2日～平成4年4月1日生まれの
者

・平成4年4月2日以降生まれの者で、次に掲げる者
（1）大学を卒業した者および平成26年3月までに大学を

卒業する見込みの者
（2）人事院が（1）に掲げる者と同等の資格があると認め

る者
【試験の程度】大学卒業程度
【申込方法・申込受付期間】

[インターネットによる申込み（原則）]人事院ホームペー
ジ上の申込専用アドレス（http://www.jinji-shiken.go.jp/
juken.html）をご利用ください。
　申込受付期間は、4月1日（月）～ 4月11日（木）
[郵送または持参による申込み]申込用紙は、熊本国税局
および最寄りの税務署に備え付けています。郵送・持参
による申し込みは、インターネットによる申し込みがで
きない場合に限ります。
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2 月に 入り、寒 さが ず いぶ ん と和らいで き た ような 気
がします。寒 い の はどうも苦 手で …。このまま早く春

に なら な い かなぁと 最 近 よく思 いま す。最 近インフルエ
ン ザ が流 行っているみたいです。体 調 管 理 には十 分 気を
つけたいと思います。（川野）

人　口 20,768人（－6人）

男性／ 9,714人（－7人）　女性／ 11,054人（ +1人）

転入／ 40人　転出／ 29人
出生／ 11人　死亡／ 28人

世帯数 9,036世帯（ +2世帯）
（平成25年2月1日現在）

E
d
ito

r's

固定資産税 第4期、国民健康保険税 第8期
後期高齢者医療保険料 第8期
介護保険料 第6期
2月28日（木）までに納めましょう。

お し ら せお し ら せ
i n f o m a t i o ni n f o m a t i o n

【金融機関の役割】金融機関が、貸付条件の変更等や円
滑な資金供給に努めるべきということは、円滑化法の期
限到来後においても何ら変わりません。

【検査・監督の対応】金融検査・監督の目線やスタンスは、
円滑化法の期限到来後も、これまでと何ら変わりません。

【借り手の課題解決】借り手が抱える経営課題の解決に
は相応の時間がかかるものであり、本年 3 月末までに、
何らかの最終的な解決を求めるというものではありませ
ん。
※詳細は金融庁ホームページ（http://www.fsa.go.jp/）
で確認ください。
問市観光商工課・企業誘致・商工振興室
☎ 35-1111（内線 333）

若者プロジェクトＭAＩＫＡ主催
「シバフ de フリマ」
　若者プロジェクトMAIKAでは、子どもから大人までが
楽しめるフリーマーケットを開催します。たくさんのご
来場をお待ちしています。

【開催日】3月17日（日）
【時間】午前10時～午後4時
【場所】えびの市国際交流センター野外ステージ
【内容】フリーマーケット、車両展示（自衛隊車両など）、

キッズコーナーなど
■出展者募集
　シバフdeフリマの出店者を募集しています。出店料
は無料です。詳しくは、市社会教育課までお問い合わせ
ください。

【受付期間】3月8日（金）まで
※定員になり次第締め切ります。
問市社会教育課
☎35-2268

都市計画変更の図書縦覧

　市では、真幸地区の都市計画変更の縦覧を行っていま
す。

【路線変更】都市計画道路3・5・14号　京町南部線変更
【縦覧日】2 月 20 日（水）～　※土曜日・日曜日は除く
【時間】午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分
【縦覧場所】えびの市役所本庁建設課（２階）
問市建設課建設係
☎ 35-1111（内線 242・243）

ご利用ください
空き家バンク活動事業補助金

　市では、定住促進を目的として市内の空き家・空き地
を所有者に登録してもらい、ホームページで全国へ発信
する「えびの市空き家バンク」制度を行っています。
　えびの市空き家バンク活動事業補助金は、空き家バン
クに登録された空き家について、市外からの移住者と賃
貸借契約が結ばれた場合、家屋の改修等にかかる費用の
一部を補助する制度です。

【補助対象者】空き家バンクに、賃貸を目的として空き家
を登録している人

【補助対象物件】空き家バンクに登録しており、3年以上
定住する見込みのある市外からの移住者との間に、年度
内に賃貸借契約が結ばれ、かつ不動産業者に登録されて
いない物件

【補助対象事業】台所や風呂、トイレ等の修繕、内装や屋
根等の改修、家財道具の運搬・廃棄、屋内の清掃　など

【補助金の額】補助対象事業にかかる費用の2分の1
（上限40万円）
【その他注意事項】

①補助金の申請方法については問い合わせください。
②補助金の交付は、工事終了後、報告書等の必要書類を
提出した後になります。
※補助金申請の有無に関係なく、「えびの市空き家バン
ク」への登録は可能です。市内に空き家・空き地（宅地に
限ります）を所有して、売りたい、貸したいとお考えの
人は、お気軽にお問い合わせください。登録申込書は、
市ホームページ（http://www.ebikyan.jp/）で、ダウンロー
ドできます。
問市企画課政策係
☎35-1111（内線322）

活用ください
出会い創出事業補助金

　市では、独身男女の出会いの場をつくるイベントを開
催する人・団体に、そのイベントにかかる費用を補助し
ています。
　以下の条件に該当するものであれば、イベントの形は
自由です。交流パーティや街コン、農業体験や料理教室
など、皆さんのセンスを生かした企画で、婚活をプロ
デュースしてみませんか。

【補助対象者】市内に住所がある人・団体
【補助対象事業】独身男女に出会いの場を提供するイベン

トで、次の4つの項目全てに該当するもの
①参加者全員が独身かつ20歳以上
②参加者総数が10人以上
③参加者の男女比率が偏っていない（7：3以内）
④参加者の5人以上が市内在住者

【補助対象となる経費】会場使用料、バス・備品等借上料、
宣伝費、司会者等への謝礼、事務経費・消耗品費　など

【補助対象とならない経費】飲食費、景品代、交通費など
【補助金の額】補助対象となる経費の全額（上限10万円）

【補助金申請方法】申請書等の必要書類を市企画課まで提
出してください。申請書は市ホームページ（http://www.
city.ebino.lg.jp/）でダウンロードできます。
問企画課政策係
☎35-1111（内線322）

シカ・イノシシから
農林作物を地域で守る研修会

　市畜産農林課とえびの市鳥獣害対策協議会では、「シ
カ・イノシシから農林作物を地域で守る研修会」を実施
します。　
　「これ以上、被害を拡大させないために地域で出来る
ことは何か」など、県の鳥獣対策専門家や電気防護柵メー
カーに話をしてもらいます。
　現在、電気防護柵を設置している人や今後、設置予定
の人など、ぜひ、参加してください。

【開催日】3月6日（水）
【時間】午後1時30分～午後4時
【場所】えびの市文化センター２階大研修室
【対象者】電気防護柵を設置している人、設置予定の人

※資料の準備があります。受講希望者は、3月5日（火）
までに問い合わせ先までご連絡ください。
問市畜産農林課林務係・農産園芸係
☎35-1111（内線221・223）

中小企業金融円滑化法の期限到来
後の検査・監督の方針について

　中小企業金融円滑化法（以下「円滑化法」）が本年（25
年）3 月末に期限を迎えるにあたり、円滑化法の期限到
来後における金融庁の検査・監督の方針（骨子）を、以
下のとおり示します。

今月の納税◎ 今月の 表 紙
　 2 月 3 日、えびの市文化センター
で行われた「第 21 回市民音楽祭」で
す。音楽祭では、子どもから高齢者
まで 11 団体 200 人が出演。太鼓やピ
アノ演奏、コーラスなどを披露しま
した。
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清流の宝石 カワセミ
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春
か
ら
夏
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繁
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雄
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雌
に
小
魚
を
プ
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ン
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加久藤中学校プールに飛来したカワセミ


